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JPIX「v6 プラス」固定 IP サービス利用における Quantum Spark 設定ガイド 

 

◆はじめに 

本設定ガイドは各通信事業者様が提供する「v6 プラス」固定 IPサービスと Quantum Sparkを接続す

る際の基本的な設定について紹介する資料です。ご利用の環境が異なる場合には正しく動作しません

のでご注意ください。 

 

＜利用機器とファームウェアバージョン＞ 

 機器：Quantum Spark1500 Proシリーズ 

 ファームウェア：R81.10.17 

 

＜構成例＞ 

 

 

 

＜設定に必要な情報＞ 

各通信事業者様から提供される以下の情報 

 ・インターフェイス ID 

 ・BRアドレス 

 ・IPアドレス 

 ・再設定ユーザ ID、再設定パスワード 
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◆STEP１ IPv6機能の有効化 

Quantum Sparkの初期設定では IPｖ6機能が無効になっているため、以下の手順で IPv6の機能を

有効にします。 

 

１．WEB UIにログインし、左ペインから [デバイス] タブ >>> [システム操作] メニューを開きます。 

２．[IPv6設定] 項目にある [IPv6を有効にする] をクリックします。 

３．再起動の確認がありますので [OK] をクリックし、機器を再起動します。 

４．再起動完了後、再度WEB UIにログインします。 
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５．WEB UIに再度ログイン後、左ペインから [デバイス] タブ >>> [詳細設定] メニューを開きます。 

６．検索ボックスに “ipip” と入力し、”インターネット接続タイプ – IPv4 over IPv6 (IPIP/MAP-E)” があ

ることを確認します。 

７．項目をダブルクリックし、設定にチェックをいれ [適用] をクリックします。 
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８．[インターネット接続タイプ – IPv4 over IPv6 (IPIP/MAP-E)] の設定が [true] になったことを確認し

ます。 
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◆STEP 2 IPv6 IPoE 接続の設定（IPIP方式） 

１．WEB UIにログインし、左ペインから [デバイス] タブ >>> [インターネット] メニューを開き、IPv6欄

の[インターネット設定]を開きます。 

２．接続するインターフェースを選択し（既定はWANとなります)、接続タイプが [自動取得

(DHCPv6/SLAAC)] であることを確認します。 
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３．[詳細] タブに移動し、 [NAT設定] 欄をクリックして展開し、 [内部ネットワークをこのインターネット接

続の背後に隠さない] にチェックを入れます。 
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４．[ネイバーディスカバリ プロキシ] 欄をクリックして展開し、 [ネイバーディスカバリプロキシを有効に

する] にチェックを入れます。 

５．NDプロキシを適用するローカルネットワークインターフェースを選択します。 

※本手順では [LAN1 Switch] としています。 

６．[IPv4 over IPv6(IPIP)設定] 欄をクリックして展開します。 

[静的 IPv6サフィックスを有効にする] にチェックを入れ、各通信事業者様からの開通書類等のご案内

にある [インターフェイス ID] のサフィックス（::を含めた以降の文字列）を入力します。 

７．設定完了後、 [保存] をクリックします。 

 

 

  



 

© 2024 Check Point Software Technologies Ltd. All Rights Reserved Page 8 of 11 

◆STEP 3 IPv4 over IPv6 接続の設定 

IPv6接続を確認後、IPv4でも通信するために、IPv4 over IPv6 接続（IPIP）の設定を行います。 

 

１． WEB UIの左ペインから [デバイス] タブ >>> [インターネット] メニューを開き、インターネット接続

欄にある [インターネット設定] を開きます。 
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２． 接続するインターフェースを選択し（規定ではWAN)、接続タイプに [IPv4 over IPv6(IPIP)] を選択

します。 

３． [リンク接続] は、IPv6インターネット接続で設定した接続名を選択します。 

※本手順では [Internet1] としています 

４． [BR アドレス] には、各通信事業者様からの開通書類等のご案内にあるトンネル終端 IPv6アドレ

ス（BRアドレス）を入力します。 

５． [IPv4アドレス] には、各通信事業者様からの開通書類等のご案内にあるグローバル IPv4アドレ

スを入力します。 
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６． [VNE設定] より [サービス名] の欄から［v6プラス固定 IPサービス］を選択します。 

※ アップデートサーバの URLは自動的に入力されます 

[VNE設定] には、各通信事業者様からの開通書類等のご案内にある再設定ユーザ IDと再設定

パスワードを入力します。 

 

７． 設定完了後、 [保存] をクリックします。 

※DNSサーバ設定の入力は必要ありません 
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◆STEP 4 確認 

正しく設定ができているか、以下を確認します。 

 

 

以上 


